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【日本造園学会の作品選集】

刊行の目標
創作活動の成果発表の場
現代の造園の記録
造園の質的向上、将来方向の模索 など

選集員会の選考を経た作品が蓄積

→時代に通底するランドスケープデザインに対する思考及び
時代を表象する思考を紐解くことができる

１５巻３０年分の日本造園学会の作品選集から、
ランドスケープデザインの対象及び思考の変遷を探った

第1章 研究の背景及び目的

研究背景

研究目的

各巻での作品数

刊行年
（年）

作品数
（件）

1992 41
1994 29
1996 39
1998 38
2000 39
2002 33
2004 35
2006 31
2008 31
2010 51
2012 43
2014 59
2016 53
2018 62
2020 78
計 662



第2章 刊行方針の変遷と応募作品の推移 調査方法

応募区分

選考基準

掲載順と掲載区分

刊行方針の変遷

応募区分別 （設計部門/計画・（企画）部門/エイジング・（マネジメント）部門）

所在地別 （北海道・東北地方/関東地方/中部地方/近畿地方/中国地方

/四国地方/九州・沖縄地方/複数地方/海外）

規模別 （～0.25ha/0.25~2ha/2~4ha/4~10ha/10ha~）

用途別 （自然風景地/都市公園/教育、医療福祉、文化施設等/住宅
/業務、商業施設等/その他）

応募作品の推移



第2章 刊行方針の変遷 応募区分の変遷

2018 20201992 2002 2008

設計部門

計画部門

エイジング部門

計画・
企画部門

エイジング・
マネジメント部門

（刊行年）

1990年代 2000年代 2010年代

エイジング部門

計画・企画部門

エイジング・
マネジメント部門

竣工からの時間経過による設計意図の達成

より広く社会的課題解決に向けたまちづくりに関する事業

竣工後の維持管理などの継続的な活動

計画部門
景観や緑地環境の保全・創出に関わる計画や
住民参加のプロセス

設計部門 設計・施工され竣工したランドスケープ作品
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1992 1994 2018 2020

計画段階

計画、機能、環境、材料、工法
などについての設計の論理性

設計段階

その他

プログラムの設定及びプロセスにおける論理性
計画プログラムの設定及び
計画プロセスにおける論理性

計画プロセスにおける関連分野との共同性

調査・分析プロセスにおける手法のオリジナリティ

地域環境の保全・開発に対する貢献度

社会性、歴史性、文化性からみた
地域風土、景観への適合性

敷地の空間的ポテンシャルの発揚度

設計全般にわたってのオリジナリティ

職能の確立への貢献度

プレゼンテーション技術の水準とオリジナリティ

社会的インパクト

調査・分析プロセスや計画・設計における
手法のオリジナリティ

地域環境の保全・開発に対する貢献度

関連分野との協働性

計画、機能、環境、材料、工法などの合理性

社会性、歴史性、文化性からみた
地域風土、景観への適合性

敷地の空間的ポテンシャルの発揚度

職能・教育現場への貢献度

社会的インパクト

ビジュアルプレゼンテーションの
創造性・審美性

（刊行年）

第2章 刊行方針の変遷 選考基準の変遷

造園の教育現場への貢献度

1990代 2010年代2000年代
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第2章 応募作品の推移 用途別

0 20 40 60 80 100（％）

＜自然風景地＞
■自然公園
■その他自然空間

＜都市公園＞
■住区基幹公園
■都市基幹公園
■国営公園
■動植物園
■その他都市内
の公園や緑地

＜教育、医療福祉、
文化施設等＞
■大学
■医療福祉施設
■博物館・美術館
■社寺
■その他公共施設

＜住宅＞
■個人住宅
■集合住宅

＜業務、商業施設等＞
■オフィスビル
■商業複合施設
■宿泊施設
■企業施設

＜その他＞
■展示・イベント
■その他

1990年代

2000年代

2010年代
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56.5％

1990年代

2000年代

2010年代
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■商業複合施設
■宿泊施設
■企業施設

＜その他＞
■展示・イベント
■その他

56.5％

22.7%26.5％

31.9%15.9%

19.9%

14.0％ 9.1％

21.7%



第3章 ランドスケープデザインの思考の年代的変化 調査方法

使用ソフト KH Coder 3

各年代に分けたテキストから
名詞、形容詞、形容動詞を抽出
→出現頻度が0.3回以上/作品の語を頻出語

同一段落における頻出語の同時出現（共起）を
捉えるため、共起度としてJaccard係数を算出

Jaccard係数
＝２語が同時に出現する段落数

/少なくとも１語が出現する段落数

0~1の値をとり、1に近いほど共起度が高い

→２語間のJaccard係数が上位６０以上の関係を
共起ネットワーク図に描画

説明文の分析



第3章 ランドスケープデザインの思考の年代的変化 調査方法

名称

所在

規模

設計者

写真

図面

使用ソフト KH Coder 3

各年代に分けたテキストから
名詞、形容詞、形容動詞を抽出
→出現頻度が0.3回以上/作品の語を頻出語

同一段落における頻出語の同時出現（共起）を
捉えるため、共起度としてJaccard係数を算出

Jaccard係数
＝２語が同時に出現する段落数

/少なくとも１語が出現する段落数

0~1の値をとり、1に近いほど共起度が高い

→２語間のJaccard係数が上位６０以上の関係を
共起ネットワーク図に描画

説明文の分析



第3章 ランドスケープデザインの思考の年代的変化 調査方法

説明文
使用ソフト KH Coder 3

各年代に分けたテキストから
名詞、形容詞、形容動詞を抽出
→出現頻度が0.3回以上/作品の語を頻出語

同一段落における頻出語の同時出現（共起）を
捉えるため、共起度としてJaccard係数を算出

Jaccard係数
＝２語が同時に出現する段落数

/少なくとも１語が出現する段落数

0~1の値をとり、1に近いほど共起度が高い

→２語間のJaccard係数が上位６０以上の関係を
共起ネットワーク図に描画

説明文の分析



第3章 ランドスケープデザインの思考の年代的変化 調査方法

まず公園利用面では、（中略）
煩雑になりがちな都市の動線
を集約化するとともに、多様な
機能に対してフレキシブルに
対応できるよう各ゾーンを積極
的に広場化した。

説明文
使用ソフト KH Coder 3

各年代に分けたテキストから
名詞、形容詞、形容動詞を抽出
→出現頻度が0.3回以上/作品の語を頻出語

同一段落における頻出語の同時出現（共起）を
捉えるため、共起度としてJaccard係数を算出

Jaccard係数
＝２語が同時に出現する段落数

/少なくとも１語が出現する段落数

0~1の値をとり、1に近いほど共起度が高い

→２語間のJaccard係数が上位６０以上の関係を
共起ネットワーク図に描画

説明文の分析
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第3章 1990年代の共起ネットワーク図
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第3章 1990年代の共起ネットワーク図

2.9回/作品

9



第3章 1990年代の共起ネットワーク図



第3章 1990年代の共起ネットワーク図

設計者の視点



第3章 1990年代の共起ネットワーク図

設計者の視点

ユーザーの視点



第3章 1990年代の共起ネットワーク図

設計者の視点

ユーザーの視点

対象



第3章 2000年代の共起ネットワーク図



第3章 2000年代の共起ネットワーク図

2.1回/作品

11



第3章 2000年代の共起ネットワーク図

0.20



第3章 2000年代の共起ネットワーク図

内容
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第3章 2000年代の共起ネットワーク図

要素

行為

内容
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要素
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第3章 2000年代の共起ネットワーク図

要素

行為

内容

視覚的かつ
全体的な視点



第3章 2010年代の共起ネットワーク図



第3章 2010年代の共起ネットワーク図

2.7回/作品

2.1回/作品

11 12



第3章 2010年代の共起ネットワーク図

対象
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対象

要素
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対象
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行為



第3章 2010年代の共起ネットワーク図

対象

要素

行為

土地固有の特性



第3章 2010年代の共起ネットワーク図

対象

要素

行為

土地固有の特性



第3章 各年代の共起ネットワーク図

【1990年代】

【2000年代】

【2010年代】

空間

空間

空間

公園

公園

公園

広場

広場

広場施設

施設

施設

計画

計画

計画

整備

整備

整備

自然

自然

自然

環境

環境

環境



第3章 各年代の共起ネットワーク図
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【2010年代】
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空間

空間
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公園
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広場

広場

広場施設
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計画
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整備

整備

整備

自然

自然

自然

環境

環境

環境

1.0回以上/作品



第3章 各年代の共起ネットワーク図

【1990年代】

【2000年代】

【2010年代】
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公園
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広場
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施設

施設
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計画

計画
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環境

環境

環境
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空間
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第3章 各年代の共起ネットワーク図

【1990年代】

【2000年代】

【2010年代】

計画

計画

計画

整備

整備

整備

自然

自然

自然

環境

環境

環境

1.0回以上/作品

対象

空間

空間

空間

公園

広場

広場施設

施設

施設

特定の空間

公園

公園

広場



第3章 各年代の共起ネットワーク図

【1990年代】

【2000年代】

【2010年代】

自然

自然

自然

環境

環境

環境

1.0回以上/作品

対象

空間

空間

空間

公園

広場

広場施設

施設

施設

特定の空間

公園

公園

広場

整備

整備

整備

計画

計画

計画

行為



第3章 各年代の共起ネットワーク図

【1990年代】

【2000年代】

1.0回以上/作品

対象

【2010年代】

公園

広場

広場施設

施設

施設

整備

整備

整備

自然

自然

環境

環境

特定の空間

環境

空間

空間

空間

公園

公園

計画

計画

計画
自然

行為

広場



第4章 まとめ

全年代

【選考基準】
論理性やオリジナリティ、
地域環境への貢献度や景観への適合性
【作品説明文】
自然や環境への姿勢

1990年代

・「都市公園」がランドスケープデザインの
中心的な対象
・その中でユーザー利用の視点を加味した
思考が特徴的

2000年代
・「都市公園」以外の作品も増加
・デザインにおいて景観や環境などの
総合的な質が重視

2010年代
・「業務、商業施設等」の作品が増加
・建築との関係でデザインすることが求められる
・地域固有の価値について思考

【1990年代】
東大阪市緩衝緑地公園

【2000年代】
平等院鳳翔館

【2010年代】
難波再開発C街区

【2010年代】
MUSEたかつき



0 50 100 150 200 250 300 350

1990年代

2000年代

2010年代

設計部門 計画

（・企画）部門

エイジング

（・マネジメント）部門

（件）

1990年代

2000年代

2010年代

北海道・東北地方 関東地方 中部地方

近畿地方 中国地方 四国地方

九州・沖縄地方 複数地方 海外

0 100（％）80604020

応募区分別の作品数

所在地別の作品数の割合



1990年代

2000年代

2010年代

～0.25ha 0.25～2ha 2～4ha 4～10ha 10ha～

0 80604020 100 （％）

規模別の作品数の割合



大分類 小分類
自然公園

その他自然空間
住区基幹公園
都市基幹公園
国営公園
動植物公園

その他都市内の公園や緑地
大学

医療福祉施設
博物館・美術館

社寺
その他公共施設
個人住宅
集合住宅
オフィスビル
商業複合施設
宿泊施設
企業施設

展示・イベント
その他

自然風景地

都市公園

教育、医療福祉、文化施設等

住宅

業務、商業施設等

その他

用途の分類 土地所有形態の分類

土地所有形態 用途

都市公園公共

半公共

私有

自然風景地

住宅

その他

その他

教育、医療福祉、文化施設等

業務、商業施設等



【公共：都市公園】



【半公共：教育、医療福祉、文化施設等】



【私有：業務、商業施設等】



年代別の形態素解析結果

1990年代 2000年代 2010年代 計
作品数
（件）

148 125 205 478

段落数
（段落）

940 672 1,402 3,014

総抽出語数
（語）

22,557 19,359 37,813 79,729

1段落あたりの
抽出語数
(語/段落)

24.0 28.8 27.0 26.5

抽出語種数
（種類）

4,700 4,260 5,857 9,072

土地所有形態別の形態素解析結果

公共 半公共 私有 計
作品数
（件）

200 131 147 478

段落数
（段落）

1,343 748 923 3,014

総抽出語数
（語）

34,180 21,004 24,545 79,729

1段落あたりの
抽出語数
(語/段落)

25.5 28.1 26.6 26.5

抽出語種数
（種類）

5,568 4,427 4,648 9,072


